
該
期
間
」
と
い
う
）
に
救
急
搬
送
さ
れ
入
院

と
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
関
し
て
は
、
四
十
・

四
％
が
七
十
五
歳
以
上
で
、
二
百
床
未
満
の

病
院
で
は
、
五
十
・
七
％
が
七
十
五
歳
以
上

で
あ
っ
た
。【
図
二
】

　

緊
急
手
術
を
要
し
た
患
者
さ
ん
は
救
急
搬

送
さ
れ
入
院
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
八
％

で
、
二
百
床
未
満
で
は
、
数
は
少
な
い
も
の

の
七
十
七
・
八
％
が
、
高
齢
者
で
あ
っ
た
。

　

全
体
で
は
、
三
十
七
・
三
％
で
と
く
に
高

齢
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。【
図

三
】

　

当
該
期
間
に
入
院
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
の

主
病
名
は
、
呼
吸
器
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

消
化
器
疾
患
、
心
疾
患
、
外
傷
の
順
で
多
く
、

六
月
に
行
っ
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、
呼
吸
器

疾
患
が
最
も
多
い
結
果
と
な
っ
た
。【
図
四
】

　

入
院
と
な
っ
た
七
十
五
歳
以
上
の
患
者
さ

ん
の
社
会
的
背
景
と
し
て
は
、
認
知
症
合
併

（
回
答
率
：
三
十
四
・
八
％
）。
回
答
い
た
だ

い
た
病
院
の
平
均
病
床
数
は
二
百
十
八
床
で

中
央
値
は
百
四
十
五
・
五
で
あ
っ
た
。

　

病
床
の
種
別
は
、
一
般
病
床
、
回
復
期
病

床
、
医
療
療
養
病
床
の
順
に
多
く
、
全
病
床

数
の
う
ち
九
十
四
％
が
一
般
病
床
で
あ
っ

た
。
転
院
・
退
院
困
難
事
例
に
対
応
す
る
社

会
福
祉
士
は
、
八
十
八
％
の
病
院
で
配
置
さ

れ
て
お
り
、
配
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

看
護
師
や
事
務
職
が
対
応
し
て
い
た
。

回
答
集
計
結
果

　

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
一
般
病
床
入

院
患
者
の
平
均
在
院
日
数
は
十
六
日
で
、
七

十
五
歳
以
上
に
限
定
す
る
と
二
十
二
日
と
軽

度
の
延
長
が
み
ら
れ
た
。【
図
一
】

　

平
成
二
十
五
年
六
月
十
七
日
か
ら
六
月
二

十
三
日
ま
で
の
休
日
全
夜
間
帯
（
以
下
、「
当

回
答
病
院
概
要

　

東
京
消
防
庁
の
平
成
二
十
四
年
中
救
急
搬

送
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
救
急
出
場
件
数
は
七

四
万
件
を
こ
え
、
と
く
に
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
は
増
加
し
て
お
り
、
全
搬
送
人
員
に

占
め
る
割
合
は
、
三
十
三
・
三
％
に
達
し
て

い
る
。
東
京
都
病
院
協
会
急
性
期
医
療
委
員

会
で
は
高
齢
者
救
急
の
現
状
と
問
題
点
を
把

握
す
る
目
的
で
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
高
齢

者
救
急
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
は
平
成
二

十
年
八
月
、
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
実
施
の

「
急
性
期
病
院
と
療
養
病
床
と
の
連
携
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
平
成
二
十
三
年
七
月

東
京
都
医
師
会
救
急
委
員
会
の
答
申
書
な
ど

を
参
考
に
作
成
し
た
。

　

対
象
は
東
京
都
指
定
二
次
救
急
医
療
機
関

二
百
五
十
六
施
設
（
診
療
所
を
含
む
）
で
、

八
十
九
の
病
院
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
た

高
齢
者
救
急
の
現
状
と
課
題

急
性
期
医
療
委
員
会
　

　
　
　
　
委
員
　
山
崎
　
勝
雄
（
い
ず
み
記
念
病
院
　
院
長
）

17 日

22日 22日

14日

22日

16日

25

20

15

10

5

0
200床以上200床未満 全体（平均）

一般病床入院患者
75歳以上

【図一】一般病床入院患者平均在院日数

（日）
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全体：40・4%

【図2】当該期間の休日全夜間帯に救急搬送され入院となった患者
（平成 25年 6月 17日～６月 23日）（人）
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【図3】搬送後緊急手術となった患者
（人）
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緊急手術患者数
75歳以上

東
京
都
病
院
協
会
急
性
期
医
療
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
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が
十
九
％
、
独
居
が
十
六
％
、
高
齢
者
施
設

入
所
中
が
十
％
、
生
活
保
護
が
六
％
で
あ
っ

た
。【
図
五
】

　

最
終
的
な
退
院
先
は
七
十
四
％
が
自
宅
退

院
で
、
回
復
期
病
床
や
医
療
療
養
病
床
へ
の

転
棟
や
転
院
は
、
七
％
程
度
だ
っ
た
。
高
齢

者
施
設
へ
は
五
％
が
転
院
し
て
い
た
。
な
お
、

入
院
一
ヶ
月
時
点
で
の
死
亡
例
は
十
一
％

だ
っ
た
。【
図
六
】

　

救
急
車
で
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
際
に

困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
多
か
っ
た
回
答

は
、

（
一
）
在
院
日
数
が
延
長
、

（
二
）
認
知
症
の
た
め
看
護
に
支
障
を
き
た
す
、

（
三
）
転
院
先
が
な
い
、

（
四
）
独
居
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
の
救
急
車
搬
送
台
数
を
減
少
さ
せ

る
効
果
的
な
方
法
と
し
て
は
、

（
一
）
高
齢
者
施
設
で
の
看
取
り
を
促
進
、

（
二
）
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
責
任
を

も
っ
て
診
療
す
る
、

（
三
）
高
齢
者
施
設
ご
と
の
関
連
病
院
を
明

ら
か
に
し
、
責
任
を
も
っ
て
急
患
の
受
け
入

れ
を
行
う
な
ど
の
回
答
が
多
数
を
占
め
た
。

　

救
急
搬
送
の
必
要
が
な
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
搬
送
さ
れ
た
事
案
に
関
し
て
、
そ
の
理

由
を
見
る
と
、

（
一
）
来
院
手
段
が
な
い
、

（
二
）
家
族
が
慌
て
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
、

（
三
）
ケ
ア
マ
ネ
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護

の
職
員
が
慌
て
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
な
ど
の

回
答
が
多
か
っ
た
。

自
由
回
答

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
高
齢
者
救
急

に
関
す
る
自
由
な
意
見
も
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

（
一
）
意
思
疎
通
の
困
難
な
独
居
高
齢
者
が

搬
送
さ
れ
た
場
合
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

の
関
係
上
、
各
所
に
問
い
合
わ
せ
て
も
有
効

な
情
報
が
と
れ
な
く
苦
労
す
る
ケ
ー
ス
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
地
域
で
患
者

情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
救
急

医
療
情
報
シ
ー
ト
の
作
成
な
ど
が
重
要
と
の

意
見
。

（
二
）
か
か
り
つ
け
医
が
急
変
時
の
対
応
に

責
任
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
各
担
当

医
や
病
院
、
高
齢
者
施
設
ご
と
に
、
患
者
さ

ん
や
家
族
に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
事
前
に

提
携
先
病
院
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
く
こ

と
で
救
急
車
搬
送
数
が
減
少
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
。

（
三
）
行
政
の
介
入
を
も
っ
と
深
く
し
、
治

療
の
必
要
な
い
常
習
者
に
は
救
急
車
を
有
料

に
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
。

（
四
）
加
齢
や
老
衰
に
関
す
る
意
識
づ
け
、

死
に
対
し
て
よ
く
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
だ
と
の
意
見
。

（
五
）
モ
ラ
ル
の
低
下
が
原
因
の
一
つ
で
あ

り
、
救
急
車
適
正
使
用
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活

動
が
重
要
で
あ
る
と
の
意
見
、
な
ど
非
常
に

有
用
な
意
見
を
頂
い
た
。

ま
と
め

　

人
口
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
三
十
二
年
に

二
十
五
％
を
超
え
、
そ
の
後
十
五
年
間
は
増

え
続
け
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
東
京

都
の
増
加
数
は
多
く
、
そ
の
う
ち
独
居
高
齢

者
の
割
合
が
高
く
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
救
急
告
示
医
療
機
関
が
年
々
減
少
し
て

い
る
中
、
高
齢
者
の
救
急
搬
送
患
者
が
こ
の

ま
ま
増
え
て
い
く
と
医
療
崩
壊
は
加
速
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
医
療
機
関
に
負
担
を

強
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
場
は
疲
弊
し
て
い

る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
有
用
な
意
見

を
多
数
頂
い
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
高
齢
者
救

急
の
対
策
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

実
施
に
際
し
て
、
診
療
報
酬
や
施
設
基
準
で

し
ば
り
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
は
し
っ
か
り
予
算
を
つ
け
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
医
療
機
関
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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患

内
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・
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疾
患

そ
の
他

【図4】当該期間に入院となった患者の傷病分類（6月）
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家
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な
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、
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方
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中

高
年
齢
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施
設

【図5】75歳以上の方の社会的背景
（人）

認知：19%
独居：16%
施設：10%
生保：  6%

【図6】最終的な退院先
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復
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）

病
棟（
医
療
療
養
）

病
院（
介
護
療
養
）

高
齢
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施
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死
亡
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自 宅 退 院：74%
一 般 病 床：  7%
回   復   期：  4%
医 療 療 養：  3%
介 護 療 養：  3%
高齢者施設：  5%
死 亡 退 院：11%

１．一般病床入院患者の平均在院日数は 16日、75歳
以上は 22日と延長がみられた。
　（200床以上では 14日、22日で 8日の延長）
　２．主病名としては呼吸器疾患、脳血管疾患、消化器
疾患、心疾患、外傷の順で多かった。
　３．社会的背景は、認知症合併が 19％、独居が 16％、
施設入所中が 10％であった。
　４．最終的な退院先は 74％が自宅で、転棟や転院は、
3～ 7％程度だった。高齢者施設へは 5％が転院して
いた。
　なお、入院１ヶ月時点での死亡例は 11％だった。
　５．救急車で高齢者を受け入れる際に困っているこ
ととして多かった回答は、1）在院日数が延長、2）認知
症のため看護に支障、3）転院先がない、4）独居であっ
た。
　６．高齢者の救急車搬送を減少させる方法としては、
1）施設での看取りを促進、2）かかりつけの医療機関
が責任をもつ、3）施設ごとの関連病院を明らかにし
責任もつなどの回答が多数を占めた。

まとめ
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は
じ
め
に

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
二
〇

三
〇
年
に
は
、
わ
が
国
の
年
間
推

定
死
亡
者
数
が
百
六
十
七
万
人

（
東
京
都
で
は
約
十
三
万
人
）
と

激
増
す
る
。
八
割
が
病
院
で
死
を

迎
え
て
い
る
現
状
、
医
療
機
関
や

介
護
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
や
在
宅
看

取
り
が
増
え
な
い
中
で
果
た
し
て

年
を
と
っ
て
か
ら
安
心
し
て
死
ね

る
場
所
は
ど
こ
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
病
院
協
会

慢
性
期
医
療
委
員
会
で
は
、
都
内

の
高
齢
者
の
死
亡
場
所
を
検
討
す

る
目
的
で
都
内
の
病
院
、
特
に
療

養
病
床
に
お
け
る
長
期
療
養
高
齢

者
の
看
取
り
の
実
態
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
の
で
、

途
中
経
過
を
報
告
す
る
。

調
査
対
象
お
よ
び
結
果

　

調
査
対
象
二
百
五
十
九
病
院
の
う
ち
、
有

効
回
答
数
は
百
三
十
五
件
（
五
十
二
％
）
で

あ
っ
た
。
開
設
主
体
で
は
、
医
療
法
人
七

十
％
、
社
団
・
財
団
法
人
十
四
％
、
社
会
福

祉
法
人
七
％
、
個
人
五
％
、
そ
の
他
法
人

三
％
、
自
治
体
立
一
％
で
あ
っ
た
。
調
査
対

象
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
で
あ
る
。

　

許
可
病
床
数
と
入
院
患
者
数
を
み
る
と

【
図
一
】、
一
般
病
床
の
利
用
率
は
七
十
三
・

三
％
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

が
九
十
二
・
〇
％
、
医
療
療
養
病
床
が
八
十

六
・
五
％
、
介
護
療
養
病
床
が
九
十
七
・
五
％
、

精
神
病
床
が
八
十
二
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　

療
養
病
床
に
お
け
る
患
者
の
状
態
像
は

【
表
一
】、
医
療
療
養
病
床
で
は
六
千
八
百
十

七
人
中
、
医
療
区
分
３
が
三
十
五
・
五
％
で
、

医
療
区
分
２
が
四
十
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
介
護
療
養
病
床
で
は
三
千
二
百
十
七

人
中
、
要
介
護
５
が
六
十
五
・
九
％
、
要
介

護
４
が
二
十
六
・
一
％
で
あ
り
、
九
十
％
以

上
が
重
介
護
者
で
あ
っ
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度
で
は

【
図
二
】、
自
立
〜
Ⅰ
は
わ
ず
か
三
％
の
み
で
、

Ⅲ
、Ⅳ
、Ｍ
の
合
計
が
医
療
療
養
病
床
で
四
十

五
％
、
介
護
療
養
病
床
で
は
八
十
％
も
占
め

て
い
た
。
ま
た
、
療
養
病
床
入
院
患
者
が
急

変
し
た
際
の
救
急
搬
送
例
は
、
年
間
九
百
十

三
人
あ
っ
た
。

　

医
療
療
養
病
床
と
介
護
療
養
病
床
に
お
け

る
死
因
を
み
る
と
【
表
二
】、
医
療
療
養
病

床
で
は
肺
炎
、悪
性
新
生
物
、心
疾
患
、老
衰
、

脳
血
管
疾
患
の
順
に
多
か
っ
た
。

　

介
護
療
養
病
床
で
は
、
肺
炎
、
老
衰
、
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
悪
性
新
生
物
の
順
に

多
く
、
医
療
療
養
病
床
と
の
違
い
が
わ
か
っ

た
。

　

医
療
療
養
病
床
で
の
看
取
り
数
は
計
五
千

二
百
二
十
八
人
、
こ
の
う
ち
の
百
八
十
四
人

は
自
宅
療
養
お
よ
び
施
設
か
ら
看
取
り
の
た

め
だ
け
に
入
院
し
て
い
た
。

　

介
護
療
養
病
床
で
の
看
取
り
数
は
計
千
三

百
七
十
六
人
で
、
う
ち
十
三
人
が
自
宅
療
養

ま
た
は
施
設
か
ら
看
取
り
の
た
め
だ
け
に
入

院
し
て
い
た
。

慢
性
期
医
療
委
員
会
　
委
員
長
　
桑
名
　
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
信
愛
病
院
　
理
事
長
）

長
期
療
養
高
齢
者
の
看
取
り
の
実
態
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
経
過
報
告

医療区分１
医療区分２
医療区分３
不明・未実施

1,146 人
3,083 人
2,422 人
166人

人数状態像
要介護支援 1・2
要介護度１
要介護度２
要介護度３
要介護度４
要介護度５
不明 /未実施 /申請中

0人
12人
50人
176人
839人
2,121 人
19人

人数状態像

合計人数 6,817 人

合計人数 3,217 人

医療療養病床 介護療養病床【表一】

一般病床
回復リハ病床
医療療養病床
介護療養病床
精神病床
結核病床
感染症病床
有床診療所
その他

１ 10 100 1000 10000

許可病床数 入院患者数

438
739

5,122
3,753

2,069
1,903

7,166
6,202

3,421
3,337
2,337
1,930

108
70

29
10

【図一】許可病床数と入院患者数

（病床数・入院患者数）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療療養病床 介護療養病床
自立
Ⅰ
Ⅱa
Ⅱb
Ⅲa
Ⅲb
Ⅳ
M
不明

2%
3%
5%
6%
10%
7%
21%
7%
40%

0%
1%
3%
6%
20%
11%
37%
12%
10%

【図二】認知症高齢者日常生活自立度

桑名  斉
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考
察

　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

五
年
三
月
三
十
一
日
の
期
間
で
、
医
療
療
養

病
床
の
入
院
患
者
は
六
千
二
百
二
人
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
死
亡
数
は
五
千
二
百
二
十
八

人
、
八
十
四
・
三
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は

平
成
二
十
五
年
の
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
の

全
国
調
査
に
よ
る
医
療
療
養
病
床
で
の
平
均

死
亡
退
院
三
十
七
・
八
％
に
比
べ
る
と
格
段

に
多
い
。

　

一
方
、
介
護
療
養
病
床
の
入
院
患
者
数
は

三
千
三
百
三
十
七
人
で
、
死
亡
数
は
千
三
百

七
十
六
人
、
四
十
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
調
査
の
三
十

六
・
九
％
に
比
べ
て
や
や
多
い
割
合
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
生
死
は
確
認
で
き
て
い
な
い

も
の
の
、
療
養
病
床
か
ら
の
救
急
搬
送
が
九

百
十
三
人
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
東
京

都
慢
性
期
医
療
研
究
会
（
安
藤
高
朗
会
長
）

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
都
内
で
の
療
養
病
床

は
二
万
二
千
五
百
二
十
六
床
あ
っ
た
。
こ
れ

に
今
回
の
調
査
の
死
亡
割
合
を
当
て
は
め
る

と
、
死
亡
数
一
万
五
千
五
百
八
十
八
人
に
な

る
。
こ
れ
は
都
内
全
病
院
死
八
万
千
七
百
人

の
十
九
・
一
％
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
東
京
都
民
で
あ
っ
て
他
県
で
療
養

し
て
い
る
患
者
が
四
百
人
と
も
五
百
人
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
死
亡
数
の
実
数
は
あ
き
ら

か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
都
内
の
療
養
病
床
数
の
少
な
い
こ
と
と
、

反
対
に
一
般
病
床
で
の
死
亡
が
多
い
こ
と
な

ど
が
今
後
の
課
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
と
め

　

二
〇
三
〇
年
国
の
推
定
死
亡
デ
ー
タ
か
ら

【
図
三
】
東
京
都
の
死
亡
者
数
を
推
測
し
て

み
る
と
、
年
間
約
十
三

万
人
で
あ
り
、
死
亡
場

所
別
死
亡
者
数
は
病
院

を
主
と
し
た
医
療
機
関

で
七
万
百
二
十
二
人
と

現
状
よ
り
減
少
し
、
介

護
施
設
で
は
七
千
八
十

五
人
に
増
加
、
自
宅
は

一
万
九
千
八
百
九
十
人

と
な
る
が
、
最
大
の
問

題
は
、
そ
の
他
が
三
万

七
千
二
十
四
人
に
な
る

こ
と
に
あ
る
。
国
の
一

部
に
は
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
で
も

看
取
れ
ば
よ
い
と
し
て

い
る
も
の
の
、
都
内
に

は
平
成
二
十
六
年
一
月

時
点
で
約
八
千
し
か
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三

万
七
千
二
十
四
人
に
は

遠
く
及
ば
な
い
。
他
の

悪性新生物
心疾患
脳血管疾患
肺炎
老衰
その他

315人
718人
471人
1,603 人
613人
1,008 人

医療療養病床に
おける看取り数

101人
207人
136人
418人
308人
206人

介護療養病床に
おける看取り数

合計人数 5,228 人 1,376 人

【表二】

高
齢
者
住
宅
も
含
め
て
看
取
る
こ
が
で
き
れ

ば
よ
い
の
だ
が
、
看
取
り
は
誰
が
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
誰
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
課
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
な
い
ま
ま

に
、
病
院
の
再
編
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
我
々
の
役
割
は
、
よ
り
よ
い
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
都
民
の
幸
せ
に
寄
与
す
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
団
塊
の
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
し
、
安
心
し
て
死
ぬ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
新
た
な
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
も

含
め
た
病
院
機
能
の
見
直
し
、
病
床
数
の
再

検
討
、
介
護
施
設
の
看
取
り
機
能
の
見
直
し
、

そ
し
て
在
宅
医
療
・
ケ
ア
の
格
段
の
充
実
な

ど
を
含
め
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

【資料】
2005年（平成 17年）までの実績は厚生労働省「人口動態統計」
2006年（平成 18年）以降の推計は国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集（2006年度版）」から推定

【図三】今後の看取りの場
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